
事務事業の見直し意見

No14 学校プール

総合評価 学校プールについては部分廃止

評価コメント ・プール槽の老朽化が進んでおり、今後、改修に経費がかかる。

・全国的にも学校プールを廃止して民間のプールを使用する例が増

えてきている。民間のプールの場合、屋内プールがほとんどであ

り、これを利用することのメリットとして、天候や季節に左右さ

れずに使用できることから、自由に時間割を設定できることが挙

げられる。

・廃止を検討する中で、全小中学校において学校プールの共用や民

間のプールを活用されたい。

・廃止を決定するにあたっては、プールまでの移動時間や、移動に

コストがかかる場合はそのコストと改修のタイミングを十分検

討されたい。

・また、各校の立地条件を考慮し、プールの共用や民間施設を利用

した場合の費用対効果を検証し、極力費用のかからない効率的な

方法で実施されたい。

担当課 教育総務課

R１予算額 30,008 千円


